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1. W と T を Rnの部分空間とする．

(a) 通常の内積，つまり a, b ∈ Rnに対して ⟨a, b⟩ = aTb =
∑n

i=1 aibiを用いて T = W⊥とな
るための条件を書け．

(b) Qを n次正定値対称行列とする．このとき，Rnに新たな内積 ⟨·, ·⟩Qを定義する．つまり，
x,y ∈ Rnに対して，その内積を ⟨x,y⟩Q := xTQyと定義する．W が与えられていて，上
記 (a)で用いた内積で T がW の直交補空間であるとすると，新たに定義した内積でW の
直交補空間は T を用いてどのように書けるか．

2. n次正方実行列Aが三角行列（上三角行列もしくは下三角行列）であるとき，Aの固有値は重
複も含め，Aの対角要素と一致することを示せ.

3. n次正方実行列A =

(
B C

O D

)
において，B,Dが正方行列であるとき，Aの固有値は重複

も含め，BとDの固有値と一致することを示せ.

4. 次の対称行列
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)
は対角化可能であるが，この行列の固有ベクトルのなかでR2

の正規直交基底になるものを求めよ．
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